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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

明治維新150周年となる平成30年を２年後に控え，本館所蔵の貴重資料の中から「幕末の薩摩」
に関する資料を展示するとともに，展示資料にまつわる館長特別講演会を開催します。
１ 日程
 貴重資料紹介展

平成28年８月19日(金)から10月14日(金)まで
 館長特別講演会

平成28年９月17日(土) 午後１時30分から午後３時25分まで
講師 県立図書館長 原口 泉
演題 「エドアルド・キヨソネの描いた日本人～日欧文化交流史～」

２ 会場
 貴重資料紹介展 県立図書館１階玄関ロビー
 館長特別講演会 県立図書館１階大研修室

３ 講演会の募集定員 180人（定員になり次第締め切ります）
４ 参加申込方法等
 申込方法

別紙様式により，直接カウンターに提出するか，ＦＡＸ又は電話でお申し込みください。申
込書は県立図書館ホームページにも掲載してあります。

 申込期間
平成28年８月12日(金)から定員に達するまで

５ 問合せ先
県立図書館資料課 TEL 099-224-9515 FAX 099-224-5824

過去の新聞記事を調べたいときは，県立図書館を御利用ください！
地元紙については，南日本新聞が明治15年からあります（当時は鹿児島新聞）。マイクロフィル

ムで閲覧することができます（途中欠号あり）。また，南日本新聞データベースも御利用いただけ
ます。こちらは，平成７年以降の記事を検索することができます。ほかに，鹿児島新報（昭和37年
１月から平成16年５月まで），南海日日新聞（昭和44年11月以降）があり，マイクロフィルムで閲
覧できます。
全国紙では，朝日新聞，毎日新聞，読売新聞，日本経済新聞の縮刷版があります。朝日新聞は昭

和38年３月から，毎日新聞は昭和36年４月から，読売新聞は昭和52年４月から，日本経済新聞は昭
和45年８月からあります。

《一般書》８月１２日（金） 《児童書》８月２３日（火）

○『も・や・し～！』わたなべあや/絵 窪田愛/文 ひかりのくに

○『やさいの花』埴沙萠/写真 嶋田泰子/文 ポプラ社

○『あそぼう、けん玉』日本けん玉協会/編著 ベースボール･マガ

ジン社

○『夜間中学へようこそ』山本悦子/作 岩崎書店

○『自分の顔が好きですか？』山口真美/著 岩波書店

○『奄美 生命の鼓動』 大方洋ニ/写真 講談社

○『第二の人生』 前園真聖/著 幻冬舎

○『夏目漱石博物館』 石崎等・中山繁信/著 彰国社

○『夜を乗り越える』 又吉直樹/著 小学館

○『ミニマル思考』 鈴木鋭智/著 かんき出版

駐車場に限りがありますの
で，公共交通機関を御利用く
ださい。



日 月 火 水 木 金 土

８
月

１５ １６ １７★ １８ １９ ２０◆

２２ ２３ ２４★ ２５ ２６ ２７

２９ ３０ ３１★

９
月

  １ ２ ３

５ ６   ７★ ８ ９ １０

１２ １３ １４★ １５ １６ １７◆

１ 一般閲覧室ミニ展示 ８月17日(水)～８月31日(水)

「知ってナットク！身近な法律」

遠いようで意外に身近な「法律」。いざというと
きに慌てないよう，本で予習してみませんか？

２ 児童文化室ミニ展示 ８月17日(水)～９月22日(木)

「おばけ＆ようかい，大しゅうごう！」

おばけ・ようかいが出てくる本や，
こわい話を紹介します。

３ 第２回県立図書館ボランティア活動説明会

(1) 日時
９月９日（金） 13:00～16:45

(2) 内容
ア 館内見学 イ 実習「配架・整架」
ウ 先輩ボランティアによる活動紹介 等

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時*ヒント*

※ 児童文化室は19時までみどりのこうらをせなかにもつ

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時○○くん！

休館日。は，

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★

は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。◆

は，一般閲覧室新着図書の日（８月31日,９月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（８月23日）。

絵本『ぞうくんのさんぽ』（なかのひろた
え ほ ん

か／さく・え 福音館書店）からのクイズで
ふ く い ん かん しよ て ん

す。

ぞうくんは，さんぽがだいすき。さんぽを
するときはいつもごきげんです。あるひ，さ
んぽのとちゅう，ぞうくんはともだちにであ
います。いっしょにたのしくさんぽをしたの
は，かばくんと，わにくんと…それからだれ
だったでしょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，９ 14日（水）までに入れてください。正月
しつ はこ がつ にち すい い せい

解者のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「すあなのいりぐちをふさいでいるおと」で
ぜんかい こた

した。たくさんの御応募ありがとうございました。
ご おう ぼ

今回紹介していただいた宝本は，島田ゆか/作・絵の『バムとケロのそらのたび』（文溪堂）です。
毎晩の読み聞かせの時，毎回，この本を選ぶ息子。幼稚園での絵本を借りる
日に，「バムとケロの別のお話があったから，借りてきたよ。」と自慢げに帰
ってきたこともありました。バムとケロが二人で作る飛行機，小屋，パンケー
キ…。毎回，のぞき込むように読んでいます。私も息子も何かを作るというこ
とが好きなので，読むたびにわくわくしています。私たちの創作意欲をかきた
ててくれる宝本です。

８月16日までの企画展示「読書週間70年」の催
しの１つとして，「図書館ツアー」を開催しまし
た。閲覧室だけでなく，普段は利用者が入ること
のできない書庫も見学するコースでした。大人の
部の案内係を務めましたが，図書館のいつもは見
えない世界まで伝わるようにと思いながら説明を
しました。参加者の方々に興味を持って見学や質
問をしていただき，本当に感謝の気持ちでいっぱ
いです。今後も毎週金曜日の14時から30分程度，
書庫見学会の実施を予定しています。どなたでも,
御参加いただけます。２階のカウンターで当日受
付しておりますので，どうぞお気軽にお越しくだ
さい。
大人の部と子どもの部，それぞ

れの回に御参加いただいたみなさ
ま，ありがとうございました。


